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Pretext tasks

Contrastive learning

Formula-driven supervised learning 

Masked image modeling

Feature target

Pixel target

Token target
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対照学習の発展
SimCLR を筆頭にNoise Contrastive Estimation に
基づいた学習方法が提案された．
この頃から，ImageNet データセットにおいて，
自己教師あり学習モデルが教師あり学習モデルの
画像認識精度を上回り始め注目を集めることとなる．

数式駆動教師あり学習
自然画像を一切用いない学習方法も存在する．
数式駆動教師あり学習 (FDSL) はその最たる例であり，
最近の研究では ImageNet に匹敵する
事前学習効果が報告されている．

今後の展開
画像と言語を横断したマルチモーダル基盤モデルが急速な
発展を遂げている．本技術マップでは静止画像に対する
自己教師あり学習を俯瞰したが，3Dデータや映像データに
対するMIMも成功例が多く，多種多様な形式の視覚データが
統一的に扱える日も近くなりそうだ．

マスク画像モデリング (MIM)
MAE を筆頭にマスクを用いた学習方法が確立されつつある．
MIMはマスク言語モデルの画像版と位置付けられるもので，
現在でも対照学習の損失関数との組合せや，
特徴量をターゲットとした数多くの手法が提案されている．

初期の自己教師あり学習
画像の回転角などの疑似ラベルを
用いた学習方法が提案され，
教師なしデータから画像表現の
学習が可能であることが示された．
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